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Ⅰ 調査概要 

（１）調査の目的 

「第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画」（令和７年度～令和 11 年度）を

策定するにあたり、地域福祉に関する現状や課題、ニーズなどを把握するために実態調

査を行い、計画策定の基礎資料を得ることを目的としました。 

 

（２）調査の実施概要 

区分 調査対象者 調査期間 調査方法 
配布数/ 
回収数 

回収率 

市民 

市内在住の 18 歳以上

の市民 2,000 人を無

作為抽出 

令和５年 10 月 12 日 

～10 月 27 日 

郵送配布・郵送回収

またはＷＥＢ回答 

2,000 件 
45.0％ 

900 件 

民生委員・ 

児童委員 

市内の民生委員・児童

委員の方 216 人 

令和５年 10 月中旬 

～11 月中旬 

郵送配付・地区民児

協議会において回収 

216 件 
93.5％ 

202 件 

団体 

地域福祉に関連する

分野で活動されてい

る団体のうち 36 団体 

令和５年 10 月中旬 

～11 月中旬 
郵送配布・郵送回収 

36 件 
91.7％ 

33 件 

 

（３）報告書の見方 

・本概要版には、「第４期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画」において指標として設

定されている設問、経年で変化が見れられる設問、今回の調査から新たに追加している設

問を中心に掲載しています。 

・図表のタイトルにある「単数回答」は選択肢の中から１つだけを選ぶもの、「複数回答」は

選択肢の中から２つ以上を選ぶものを表します。 

・グラフ中の「n」とは、number of Cases の略で、各設問に該当する回答者総数を表します。

したがって、各選択肢の％に「n」を乗じることで、その選択肢の回答者が算出できます。 

・グラフ中の「％」は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、単数回答の設問（１つだ

けに○をつけるもの）であっても、合計が 100.0％にならない場合があります。また、複数

回答の設問の場合（あてはまるものすべてに○をつけるもの等）は、「n」に対する各選択

肢の回答者数の割合を示します。 

・グラフ中の選択肢は、原則として調査票に記載された表現のまま、選択肢の順に記載して

いますが、一部、必要に応じて省略しています。 

・図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別

が困難なものです。 

 

（４）経年比較について 

経年比較分析には、平成 30 年度に実施した「各務原市地域福祉の関するアンケート調

査」の結果を使用しています。 

参考 

区分 配布数 回収数 回答率 

市民 2,000 件 1,070 件 53.5％ 

民生委員・児童委員 228 件 205 件 89.9％ 

団体 12 件 11 件 91.6％ 
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1.9 5.8 10.1 13.4 17.1 16.3 34.3 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 不明・無回答

Ⅱ 市民調査結果 

１ 回答者の属性について 

（１）性別（単数回答）＜問１＞ 

「男性」が 43.0％、「女性」が 55.1％、「無回答（答えたくない）」が 0.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢（令和５年 10 月１日現在）（単数回答）＜問２＞ 

「70 歳以上」が 34.3％と最も高く、次いで「50 歳代」が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家族構成（単数回答）＜問６＞ 

「二世代世帯（親と子）」が 47.7％と最も高く、次いで「配偶者・パートナーのみ」が

30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.0 55.1 

0.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

男性 女性 無回答（答えたくない） 不明・無回答

10.3 

5.7 

30.2 

28.7 

47.7 

50.7 

7.2 

11.8 

3.1 

2.7 

1.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

ひとり暮らし 配偶者・パートナーのみ

二世代世帯（親と子） 三世代世帯（祖父母と親と子）

その他 不明・無回答
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２ 福祉に対する考えやお住まいの地域の状況について 

（１）近所の人とのつきあいの程度（単数回答）＜問７＞ 

「顔があえばあいさつはする」が 57.4％と最も高く、次いで「気の合った人とは親し

くしている」が 21.1％となっています。 

経年で比較して大きな変化はありませんが、「日ごろから助けあっている」「気の合っ

た人とは親しくしている」「顔があえばあいさつはする」がそれぞれわずかに減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）近所づきあいの満足度（単数回答）＜問８＞ 第４期指標 №８ 

『満足』（「満足している」と「まあまま満足している」の合算）が 86.1％、『不満』（「あ

まり満足していない」と「満足していない」の合算）が 12.1％となっています。 

経年で比較すると、「満足している」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.3 

20.2 

62.8 

64.9 

9.7 

10.7 

2.4 

3.3 

1.8 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

満足している まあまあ満足している あまり満足していない

満足していない 不明・無回答

9.4 

10.0 

21.1 

22.1 

57.4 

58.5 

6.4 

6.3 

2.1 

2.1 

1.2 

0.3 

2.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

日頃から助けあっている 気の合った人とは親しくしている

顔があえばあいさつはする ほとんどつきあわない

近所にどんな人が住んでいるかわからない その他
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（３）地域の課題や困りごとを抱える世帯（複数回答）＜問 10＞ 

「ひとり暮らしの高齢者のみの家庭」が 49.0％と最も高く、次いで「わからない」が

28.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「安心できる居場所」の有無（単数回答）＜問 11＞ 

「ある」が 91.6％、「ない」が 5.2％となっています。 

 

 

 

 

 
 

  

91.6 5.2 3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

ある ない 不明・無回答

49.0 

26.7 

16.0 

3.0 

2.3 

4.7 

10.6 

10.4 

28.3 

0.4 

8.1 

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らしの高齢者のみの家庭

介護を要する人がいる家庭

障がいのある人がいる家庭

経済的に困窮している家庭

ヤングケアラーや８０５０問題など支援を

必要としている人がいる家庭

ひきこもりや不登校の子どもがいる家庭

ひとり親の家庭

外国人の家庭

わからない

その他

不明・無回答 Ｒ５年度（n=900)
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（５）住んでいる地域の課題や問題（複数回答）＜問 12＞ 

「自治会・地区社協等の役員のなり手、担い手が少ない」が 36.4％と最も高く、次い

で「住民同士のまとまりや助け合いが少なくなってきている」が 31.3％となっています。 

経年で比較すると、特に「特にない」「関心がない・わからない」「住民同士のまとまり

や助け合いが少なくなってきている」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.3 

18.1 

23.3 

13.1 

10.8 

16.8 

8.1 

36.4 

7.9 

4.7 

3.7 

1.7 

13.7 

10.2 

14.7 

9.4 

4.4 

3.7 

29.1 

19.4 

27.6 

16.5 

10.7 

17.9 

10.2 

37.3 

9.4 

4.6 

3.6 

1.5 

17.0 

8.3 

11.3 

7.1 

2.9 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40%

住民同士のまとまりや助け合いが少なくなって

きている

子どもの遊び場など環境整備

地域の防犯

要介護高齢者や障がい者を抱える世帯の介護疲れ

やストレスの問題

子育てをしている世帯・ひとり親世帯への支援

ひとり暮らし高齢者や障がい者の孤立や

孤独死の問題

生活の困りごとについて、相談できる

人・場がいない

自治会・地区社協等の役員のなり手、

担い手が少ない

高齢者や障がい者の就労・社会参加や

生きがいづくり

生活困窮者の早期把握や支援に関する問題

ひきこもりに関する問題

子どもや高齢者などへの虐待

高齢者や障がい者など支援が必要な方への災害時

の避難体制

ごみ屋敷や空き家など生活環境に関する問題

特にない

関心がない・わからない

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)
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（６）助け合い、支え合う地域づくりのために必要な地域の取り組み（複数回答）＜問 13＞ 

「となり近所の住民同士の普段からのつきあい」が 50.8％と最も高く、次いで「ひと

り暮らし高齢者などへの見守り活動」が 33.1％となっています。 

経年で比較すると、特に「地域での困りごとに関する相談窓口の確保」「通院や買い物

など交通手段の確保」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）地域の住民同士での助け合い、支え合える地域づくりへの関心（単数回答）＜問 14＞ 

『関心がある』（「とても関心がある」と「ある程度関心がある」の合算）が 67.4％、

『関心がない』（「あまり関心がない」と「まったく関心がない」）が 30.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

7.8 59.6 25.9 4.6 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

とても関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

まったく関心がない 不明・無回答

50.8 

25.3 

33.1 

29.0 

16.0 

30.6 

30.4 

16.9 

22.6 

23.0 

9.0 

1.8 

2.6 

51.9 

27.2 

32.7 

27.7 

14.3 

29.6 

28.0 

15.4 

18.3 

20.8 

7.0 

1.2 

1.0 

0% 20% 40% 60%

となり近所の住民同士の普段からのつきあい

祭りやイベントなどを通じた住民同士の交流

ひとり暮らし高齢者などへの見守り活動

防犯対策・交通安全対策の確立

子どもたちの見守りや相談受付など、

子育てを通じた交流

災害などに備えた地域での協力体制づくり

通院や買い物など交通手段の確保

地域で気軽に集える場の整備・活用

地域での困りごとに関する相談窓口の確保

地域活動を行う人材の確保・育成

特にない

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)
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（８）福祉についての考え方（単数回答）＜問 15＞ 第４期指標 №１ 

「福祉は、地域住民による助け合いと行政の協力によって行われるべきである」が

43.4％と最も高く、次いで「福祉は、行政（国や地方公共団体）が責任を持って行うべき

であると思う」が 20.8％となっています。 

経年で比較すると、「地域住民が支え合っていく必要がある」が増加し、「福祉は、地域

住民の助け合いと行政の協力によって行われるべきである」が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3 

2.9 

3.9 

3.4 

9.9 

4.6 

43.4 

55.0 

20.8 

23.6 

10.1 

7.4 

1.8 

2.1 

6.8 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

福祉を必要とする人は、自分でもっと努力するべきである

親子、兄弟など親類縁者が助け合えばよい

地域住民が支え合っていく必要がある

福祉は、地域住民による助け合いと行政の協力によって行われるべきである

福祉は、行政（国や地方公共団体）が責任を持って行うべきであると思う

わからない

その他
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３ 日々の生活の中での困りごとや相談、福祉情報の入手などについて 

（１）日々の生活の中での主な悩みや不安（複数回答）＜問 16＞ 

「自分の健康のこと」が 51.7％と最も高く、次いで「家族の健康のこと」が 40.3％と

なっています。 

経年で比較すると、特に「自分の健康のこと」「収入や家計のこと」が増加しています。 

 

 

 

  

51.7 

40.3 

37.3 

12.1 

23.6 

11.8 

6.1 

12.6 

20.1 

6.4 

5.0 

9.6 

13.7 

13.6 

2.1 

1.4 

41.6 

39.6 

32.2 

7.2 

19.3 

10.3 

6.2 

10.9 

21.5 

9.3 

5.3 

4.9 

9.5 

17.7 

1.8 

0.6 

0% 20% 40% 60%

自分の健康のこと

家族の健康のこと

収入や家計のこと

子育てのこと

介護のこと

生きがいのこと

近所づきあい・親戚づきあいに関すること

地域の治安や生活環境のこと

地震等災害時の対策のこと

就職や進学のこと

困りごとなどの相談相手のこと

片付けなどの日常生活のこと

移動（交通）手段の確保のこと

特にない

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)
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（２）生活上の不安や悩みの相談先（複数回答）＜問 17＞ 第４期指標 №16 

「家族や親戚」が 80.8％と最も高く、次いで「友人や知人」が 42.8％となっており、

悩みや不安を相談する人や場所がある市民の割合（「どこに相談していいかわからない」

「相談できる人はいない」「相談はしたくない」「不明・無回答」を除く割合）は 89.9％

となっています。 

経年で比較すると、特に「家族や親戚」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.8 

42.8 

11.7 

5.6 

1.3 

1.4 

0.6 

2.7 

7.4 

2.6 

0.9 

0.4 

1.9 

4.9 

1.6 

3.9 

3.0 

1.8 

1.6 

70.3 

48.7 

14.3 

4.4 

0.9 

0.7 

0.5 

3.7 

7.1 

1.4 

0.8 

0.2 

3.1 

4.3 

2.5 

3.0 

2.8 

2.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や親戚

友人や知人

職場の人

となり近所の人

自治会の役員

民生委員・児童委員

社会福祉協議会

市役所等の相談窓口

病院や診療所（医師、看護師）

福祉施設や福祉サービス事業者

保育園・幼稚園・学校

ボランティアやＮＰＯ等

趣味の会・サークル

インターネットやＳＮＳを活用

どこに相談していいかわからない

相談できる人はいない

相談はしたくない

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)
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（３）地域包括支援センターの認知度［高齢者相談］（単数回答）＜問 18①＞ 第４期指標 №９ 

「知っており、利用したことがある」が 12.2％、「知っているが、利用したことはない」

が 40.0％、「知らない」が 45.2％となっています。 

経年で比較すると、『知っている』（「知っており、利用したことがある」と「知ってい

るが、利用したことはない」の合算）が 52.2％となっており、大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 
※令和５年度調査と平成 30 年度調査で選択肢の表現が異なる。 

 

（４）基幹相談支援センター（すまいる）［障がい児・者相談］の認知度（単数回答）＜問 18②＞ 

「知っており、利用したことがある」が 1.0％、「知っているが、利用したことはない」

が 23.2％、「知らない」が 68.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

（５）母子健康包括支援センター（クローバー）の認知度［子育て相談］（単数回答）＜問 18③＞ 

「知っており、利用したことがある」が 1.6％、「知っているが、利用したことはない」

が 28.1％、「知らない」が 62.1％となっています。 

  

12.2 40.0 45.2 2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 不明・無回答

7.1 16.0 39.4 36.5 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30年度（n=1,070)

どんな活動をしているか大体わかっている

どんな活動をしているのか少しわかっている

聞いたことはあるが、どんな活動をしているかはわからない

聞いたこともない

不明・無回答

1.0 23.2 68.2 7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 不明・無回答

1.6 28.1 62.1 8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 不明・無回答
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（６）生活支援センターさぽーとの認知度［生活困窮者相談］（単数回答）＜問 18➃＞ 

「知っており、利用したことがある」が 0.4％、「知っているが、利用したことはない」

が 24.7％、「知らない」が 67.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

（７）必要な福祉情報の入手状況（単数回答）＜問 20＞ 第４期指標 №12 

「十分できている」が 9.0％、『できていない』（「あまりできていない」と「ほとんど

できていない」の合算）が 62.6％、「わからない」が 26.2％となっています。 

経年で比較して大きな変化はありませんが、「十分できている」がわずかに増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）社会福祉協議会活動への関心度（単数回答）＜問 22①＞ 第４期指標 №18 

『活動に関心がある』（「活動に関わっている」と「関心があり、今後活動に関わりた

い」の合算）が 11.3％、『活動に関心がない』（「関心はあるが、活動に関わりたいとは思

わない」と「関心がない」の合算）が 82.4％となっています。 

経年で比較すると、「関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない」「関心がない」が

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

9.0 

8.0 

33.0 

36.4 

29.6 

26.5 

26.2 

27.6 

2.2 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

十分できている あまりできていない ほとんどできていない

わからない 不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

0.4 24.7 67.1 7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 不明・無回答
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（９）地区社会福祉協議会活動への関心度（単数回答）＜問 22②＞ 第４期指標 №19 

『活動に関心がある』（「活動に関わっている」と「関心があり、今後活動に関わりた

い」の合算）が 10.9％、『活動に関心がない』（「関心はあるが、活動に関わりたいとは思

わない」と「関心がない」の合算）が 82.8％となっています。 

経年で比較すると、「関心がない」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）近隣ケアグループへの関心度（単数回答）＜問 22③＞ 第４期指標 №10 

『活動に関心がある』（「活動に関わっている」と「関心があり、今後活動に関わりた

い」の合算）が 15.9％、『活動に関心がない』（「関心はあるが、活動に関わりたいとは思

わない」と「関心がない」の合算）が 77.6％となっています。 

経年で比較すると、「活動に関わっている」「関心があり。今後活動に関わりたい」「関

心がない」が増加しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

（11）民生委員・児童委員への関心度（単数回答）＜問 22④＞ 

『知っているし、どのような活動をしているかも知っている』（「知っているし、どのよ

うな活動をしているかも知っている」と「知っているし、どのような活動をしているかは

少し知っている」の合算）が 32.1％、「知っているが、どのような活動をしているかは知

らない」が 38.4％、「知らない」が 24.1％となっています。  

2.1 

5.0 

8.8 

10.3 

41.8 

49.0 

41.0 

33.0 

6.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

5.3 

4.4 

10.6 

9.1 

38.7 

45.6 

38.9 

38.2 

6.6 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

2.6 

3.9 

8.7 

10.4 

42.4 

46.5 

40.0 

36.9 

6.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

活動に関わっている

関心があり、今後活動に関わりたい

関心はあるが、活動に関わりたいとは思わない

関心がない

不明・無回答

8.2 23.9 38.4 24.1 5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

知っているし、どのような活動をしているかも知っている

知っているし、どのような活動をしているかは少し知っている

知っているが、どのような活動をしているかは知らない

知らない

不明・無回答
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４ 地域活動やボランティアについて 

（１）参加している地域活動（複数回答）＜問 23＞ 

「自治会の活動」が 39.0％と最も高く、次いで「地域活動はしていない」が 35.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度調査では「地域活動はしていない」の選択肢はない。 

 

 

 

（２）今後地域活動をしたい（続けたい）か（単数回答）＜問 24＞ 

「はい」が 27.0％、「いいえ」が 19.4％、「わからない」が 48.4％となっています。 

 

 

 

 

  

39.0 

6.6 

4.8 

4.2 

35.4 

12.3 

8.2 

7.3 

0.4 

4.0 

2.4 

1.3 

2.1 

35.9 

4.7 

61.0 

25.0 

8.7 

8.3 

53.7 

37.0 

25.0 

27.7 

1.3 

7.0 

9.0 

3.3 

5.7 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自治会の活動

子ども会の活動

シニアクラブの活動

地域防災の活動

一斉清掃

祭り

小中学校行事

地区運動会、スポーツ大会

育児支援活動

近隣ケアグループ活動

通学路見まもり隊

地区社協の活動

ボランタリーハウスの活動

地域活動はしていない

不明・無回答

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

27.0 19.4 48.4 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

はい いいえ わからない 不明・無回答
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（３）参加しているボランティア活動（複数回答）＜問 25＞ 第４期指標 №４ 

「ボランティア活動はしていない」が 72.1％と最も高く、次いで「環境美化・環境保

全などの活動」が 5.3％となっており、ボランティアについて「活動している」市民の割

合（「ボランティア活動はしていない」「不明・無回答」を除く割合）は 21.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.7 

1.0 

3.6 

0.4 

1.3 

4.2 

1.4 

5.3 

0.8 

1.9 

2.8 

2.8 

72.1 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者への支援

障がい児・者への支援

子ども・子育て支援

生活困窮者への支援

青少年の健全育成

スポーツに関する活動

災害時の被災地への支援

環境美化・環境保全などの活動

国際協力・多文化共生の活動

文化・芸術に関する活動

地域安全

その他

ボランティア活動はしていない

不明・無回答

Ｒ５年度（n=900)

11.1 19.7 23.2 42.3 3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ30年度（n=1,070)

活動している

現在は活動していないが、過去に活動していたことがある

活動したことはないが、今後活動したい

活動したことはなく、今後も活動したいとは思わない

不明・無回答

31.1 

12.6 

9.2 

10.9 

16.0 

6.7 

20.2 

2.5 

28.6 

9.2 

8.7 

10.1 

3.4 

0% 20% 40%

高齢者への支援

障がい児・者への支援

子育て支援

青少年の健全育成

スポーツに関する活動

災害時の被災地への支援

環境美化・環境保全などの活動

国際協力・多文化共生の活動

地域行事の手伝い

募金活動

文化の伝承活動

その他

不明・無回答
Ｈ30年度（n=119)

※平成 30 年度調査では「ボランティア活動をしているか」という設問を設け、「活動してい

る」と回答した人に対して、「どのようなボランティアをしているか」を聞いていた。 
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（４）ボランティア活動に参加していない理由（複数回答）＜問 25-1＞ 

「時間がない」が 45.3％と最も高く、次いで「身体・体力的に難しい」が 31.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

※問 25 で「ボランティア活動をしていない」と回答した人のみへの設問。 

 

 

（５）今後ボランティア活動をしたい（続けたい）か（単数回答）＜問 26＞ 

「はい」が 22.2％、「いいえ」が 24.1％、「わからない」が 46.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 日ごろからの見守り、災害に対する対策などについて 

（１）避難行動要支援者支援制度の認知度（単数回答）＜問 28＞ 

「名前も内容も知っている」が 11.9％、「名称は聞いたことはあるが内容はわからない」

が 25.1%、「名称も内容も知らない」が 60.1%、「不明・無回答」が 2.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.2 24.1 46.6 7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

はい いいえ わからない 不明・無回答

11.9 25.1 60.1 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

名称も内容も知っている

名称は聞いたことはあるが内容はわからない

名称も内容も知らない

不明・無回答

45.3 

18.0 

28.8 

13.9 

10.5 

31.3 

3.2 

4.2 

0.9 

0% 20% 40% 60%

時間がない

興味・関心がない

活動のきっかけがない

参加方法などがわからない

情報が得られない

身体・体力的に難しい

事故・ケガが心配だから

その他

不明・無回答
Ｒ５年度（n=649)
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（２）普段からの災害に対する備え（複数回答）＜問 29＞ 

「災害時の避難方法や場所の確認」が 47.1％と最も高く、次いで「食料や生活用品等

の備蓄」が 37.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 認知症や障がいのある方の権利擁護などについて 

（１）成年後見制度の認知度（単数回答）＜問 30＞ 

「名称も内容も知っている」が 29.0％、「名称は聞いたことはあるが内容はわからない」

が 41.8％、「名称も内容も知らない」が 26.1％となっています。 

経年で比較すると、「名称は聞いたことはあるが内容はわからない」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.1 

6.2 

37.4 

4.4 

13.2 

7.7 

1.9 

26.6 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の避難方法や場所の確認

避難行動要支援者の把握

食料や生活用品等の備蓄

近所への依頼（緊急時の家族への連絡など）

自主防災訓練や地域防災訓練の開催・参加

消防団活動

その他

特に何もしていない

不明・無回答 Ｒ５年度（n=900)

29.0 

32.7 

41.8 

35.5 

26.1 

28.8 

3.1 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

Ｈ30年度（n=1,070)

名称も内容も知っている

名称は聞いたことはあるが内容はわからない

名称も内容も知らない

不明・無回答
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７ 再犯防止について 

（１）再犯防止推進法の認知度（単数回答）＜問 31＞ 

「名称も内容も知っている」が 3.8％、「名称は聞いたことはあるが内容はわからない」

が 38.1％、「名称も内容も知らない」が 55.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ デジタルの活用について 

（１）スマートフォンやパソコンの所持状況（単数回答）＜問 34＞ 

「使っている」が 80.3％、「使っていない」が 18.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）オンラインによる講座やイベントへの参加について（単数回答）＜問 35＞ 

「参加しやすくなる」が 31.8％、「変わらない」が 53.7％、「参加しづらくなる」が

10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

3.8 38.1 55.2 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

名称も内容も知っている

名称は聞いたことはあるが内容はわからない

名称も内容も知らない

不明・無回答

80.3 18.1 1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

使っている 使っていない 不明・無回答

31.8 53.7 10.9 3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=900)

参加しやすくなる 変わらない 参加しづらくなる 不明・無回答
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９ 市の地域福祉について 

（１）地域福祉に関する取り組みについて満足度と重要度（単数回答）＜問 36＞ 

【重点課題（重要度が高く満足度が低い取り組み）：６項目】 

「認知症対策の推進」「防犯活動の推進」「配慮を必要とする子どもや家庭への支援」 

「日常的なことや移動に関する支援」「相談支援の充実」「生活に困っている人への支援」 

 

【継続推進（重要度が高く満足度が高い取り組み）：４項目】 

「防災対策の推進」「身近な地域での見守り、声かけの推進」 

「各福祉分野におけるサービスの充実」「福祉情報の発信」 

 

【課題（重要度が低く満足度が低い取り組み）：５項目】 

「多様な主体の参画促進」「活動の担い手づくり」「制度のはざまにいる人への支援」 

「地域組織・団体の活動支援」「権利擁護の充実」 

 

【要検討（重要度が低く満足度が高い取り組み）：２項目】 

「支え合う意識づくり」「地域活動の促進」 

  

①支え合う意識づくり②活動の担い手づくり

③多様な主体の参画促進

④地域活動の促進

⑤認知症対策の推進

⑥身近な地域での見守り、

声かけの推進

⑦防災対策の推進

⑧防犯活動の推進

⑨福祉情報の発信

⑩相談支援の充実

⑪各福祉分野における

サービスの充実

⑫日常的なことや

移動に関する支援

⑬権利擁護の充実

⑭生活に困っている

人への支援

⑮制度のはざまに

いる人への支援

⑯配慮を必要とする

子どもや家庭への支援

⑰地域組織・団体の

活動支援

2.65

2.70

2.75

2.80

2.85

2.90

2.95

3.00

3.05

3.10

1.85 1.90 1.95 2.00 2.05 2.10 2.15 2.20

満足度

重要度

＜満足度＞平均 2.01

＜重要度＞平均 2.87

課題 要検討

継続推進重要課題

高い 

高い 低い 

重
要
度 
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Ⅲ 民生委員・児童委員調査結果 

（１）年齢（各年 10 月１日現在）（単数回答）＜問２＞ 

「70 歳以上」が 49.0％と最も高く、次いで「60 歳代」が 39.6％となっています。な

お、10 歳代から 30 歳代の該当者はありませんでした。 

経年で比較すると、「70歳以上」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談を受ける主なきっかけ（複数回答）＜問６＞ 

「地域包括支援センター（高齢者相談窓口）からの連絡」が 70.3％と最も高く、次い

で「本人や家族からの相談」が 61.9％となっています。 

  

2.0 

4.9 

8.9 

5.9 

39.6 

44.9 

49.0 

42.9 

0.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=202)

Ｈ30年度（n=205)

40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明・無回答

58.9 

61.9 

56.9 

40.6 

25.7 

5.4 

70.3 

1.0 

1.0 

3.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

自らの訪問や連絡

本人や家族からの相談

知人や自治会など地域の人からの連絡

市からの依頼・連絡

社会福祉協議会からの連絡

幼稚園・保育園・学校等からの連絡

地域包括支援センター（高齢者相談窓口）

からの連絡

基幹相談支援センター（障がい児・者相談窓口）

からの連絡

母子健康包括支援センター（子育て相談窓口）

からの連絡

その他

不明・無回答 Ｒ５年度（n=202)
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（３）相談の引継ぎ先（複数回答）＜問７＞ 

「市役所」が 77.2％と最も高く、次いで「地域包括支援センター（高齢者）」が 65.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）活動における悩みや苦労（複数回答）＜問９＞ 

「相談者本人との関わり方」が 43.1％と最も高く、次いで「会議や研修、活動に伴う

事務処理が多い」が 30.2％となっています。  

77.2 

30.7 

65.3 

2.0 

1.0 

3.0 

6.9 

0.0 

23.8 

5.0 

2.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所

社会福祉協議会

地域包括支援センター（高齢者）

基幹相談支援センター（障がい児・者）

母子健康包括支援センター（子育て）

幼稚園・保育園・学校等

警察署・消防署

保健所

自治会

引き継いだことはない

その他

不明・無回答
Ｒ５年度（n=202)

43.1 

21.3 

20.3 

7.9 

30.2 

14.9 

18.8 

5.9 

11.4 

13.4 

3.5 

0% 20% 40% 60%

相談者本人との関わり方

地域の人や行政等からの情報が少ない

制度の仕組みが難しい

どこに相談したら良いか分からない

会議や研修、活動に伴う事務処理が多い

自治会や地域の行事などへの参加が少ない

状況確認をする世帯が多い

本人やその家族が協力してくれない

特にない

その他

不明・無回答 Ｒ５年度（n=202)
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（５）地域のつながりについて（単数回答）＜問 10＞ 

「会えばあいさつをする程度で、地域活動は活発ではない」が 43.1％と最も高く、次

いで「近所づきあいがあり、定期的に地域活動を行っている」が 36.6％となっています。 

経年で比較すると、特に「会えばあいさつをする程度で、地域活動は活発ではない」が

増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.9 

7.8 

36.6 

59.5 

43.1 

29.8 

2.0 

0.5 

2.5 

2.0 

5.0 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=202)

Ｈ30年度（n=205)

近所づきあいが多く、日頃から助け合っている

近所づきあいがあり、定期的に地域活動を行っている

会えばあいさつをする程度で、地域活動は活発ではない

ほとんど地域での関わりはなく、つながりは強くない

その他

不明・無回答
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（６）住民による支え合い活動を進めるにあたっての課題（複数回答）＜問 11＞ 

「地域福祉活動に関わる人が少ない」が 44.6％と最も高く、次いで「地域活動への若

い人の参加が少ない」が 36.1％となっています。 

経年で比較すると、特に「近所づきあいが少ない」が増加しています。 

  

23.8 

44.6 

24.8 

35.1 

4.0 

10.9 

11.4 

22.8 

29.7 

36.1 

11.4 

0.0 

15.8 

4.0 

6.4 

6.9 

31.2 

51.2 

17.1 

33.2 

2.9 

19.5 

12.7 

19.5 

25.9 

49.3 

9.8 

1.5 

23.4 

3.9 

3.9 

3.9 

0% 20% 40% 60%

活動のリーダーがいない

地域福祉活動に関わる人が少ない

近所づきあいが少ない

地域福祉に無関心な人が多い

活動について相談できるところがない

活動がマンネリ化している

活動に必要な情報が得られない

困っている人がどこにいるかわからない

個人情報の取り扱い

地域活動への若い人の参加が少ない

活動範囲が広すぎる

活動範囲が狭すぎる

団体・組織間の連携が乏しい

特に課題はない

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=202)

Ｈ30年度（n=205)
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（７）これから特に支援が必要だと思う対象（複数回答）＜問 13＞ 

「ひとり暮らしの高齢者」が 88.1％と最も高く、次いで「高齢者のみの世帯」が 73.8％

となっています。 

経年で比較すると、特に「ひとり暮らしの高齢者」「高齢者のみの世帯」が増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）この５年間で地域福祉が進んだか（単数回答）＜問 15＞ 

『進んだと思う』（「とても進んだと思う」と「まあまあ進んだと思う」の合算）が 16.3％、

「変わらないと思う」が 38.6％、『進んでいないと思う』（「あまり進んでいないと思う」

と「進んでいないと思う」）が 18.9％となっています。 

経年で比較すると、特に「分からない」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

88.1 

73.8 

36.1 

19.8 

10.9 

5.9 

36.1 

11.4 

10.9 

5.0 

2.5 

3.5 

81.5 

68.3 

36.6 

22.9 

13.7 

7.8 

43.4 

12.2 

9.3 

6.3 

0.5 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らしの高齢者

高齢者のみの世帯

認知症の人

障がいのある人

ひとり親家庭

子育て中の家庭

高齢者や障がい者を介護している人

不登校、ひきこもり

低所得者

外国人市民

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=202)

Ｈ30年度（n=205)

0.5 

2.9 

15.8 

32.2 

38.6 

46.3 

13.9 

12.7 

5.0 22.8 

0.5 

3.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=202)

Ｈ30年度（n=205)

とても進んだと思う まあまあ進んだと思う

変わらないと思う あまり進んでいないと思う

進んでいないと思う 分からない

不明・無回答
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（９）相談者の要望で多いもの（複数回答）＜問 16＞ 

「高齢者への支援」が 72.3％と最も高く、次いで「災害時要援護者への支援」が 17.8％

となっています。 

経年で比較すると、特に「高齢者への支援」「生活困窮者への支援」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0 

3.0 

72.3 

11.9 

14.4 

1.5 

1.0 

13.4 

11.9 

17.8 

0.5 

4.0 

5.4 

6.4 

1.0 

5.4 

11.9 

7.9 

17.1 

8.8 

63.9 

17.1 

10.7 

6.3 

2.4 

22.0 

22.0 

16.6 

2.4 

7.3 

13.2 

14.1 

1.0 

7.8 

3.4 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80%

子育てへの支援

青少年の健全育成

高齢者への支援

障がいのある人への支援

生活困窮者への支援

ひきこもり・不登校への支援

虐待に関する支援

空き家・ごみ屋敷などの生活環境

防犯、防災

災害時要援護者への支援

福祉教育の充実

認知症高齢者・障がい者等の権利擁護

地域交流拠点の整備・活用

身近な相談窓口の設置・活用

就労に関する支援

外出する際の付き添い

その他

不明・無回答
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（10）もっと知っておきたい福祉に関する情報（複数回答）＜問 18＞ 

「介護保険サービスについて」が 40.6％と最も高く、次いで「地域生活支援事業につ

いて」が 37.6％となっています。 

経年で比較すると、特に「介護保険サービスについて」「地域包括支援センター」が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度調査では「ひきこもり支援について」の選択肢はない。 

 

 

（11）避難行動要支援者支援制度の認知度（単数回答）＜問 20＞ 

「名前も内容も知っている」が 82.2％、「名前は聞いたことはあるが内容はわからない」

が 14.9％、「名前も内容も知らない」が 1.5％となっています。 

 

 

 

  

82.2 14.9 

1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=202)

名前も内容も知っている

名前は聞いたことはあるが内容はわからない

名前も内容も知らない

不明・無回答

40.6 

36.1 

17.8 

12.4 

37.6 

2.5 

7.9 

3.5 

4.0 

12.9 

21.3 

11.9 

15.3 

13.4 

3.0 

6.9 

33.7 

29.8 

44.9 

16.1 

33.2 

2.9 

10.2 

5.9 

6.8 

11.2 

22.0 

12.7 

17.1 

2.0 

6.8 

0% 20% 40% 60%

介護保険サービスについて

地域包括支援センターについて

フレイル予防について

障がい福祉サービスについて

地域生活支援事業について

障がいのある人への虐待防止について

子育て支援について

児童への虐待防止について

高齢者への虐待防止について

権利擁護について（成年後見制度等）

災害時要援護者について

生活困窮者自立支援制度について

行政の各種相談窓口について

ひきこもり支援について

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=202)

Ｈ30年度（n=202)
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（12）再犯防止推進法の認知度（単数回答）＜問 22＞ 

「名前も内容も知っている」が 8.9％、「名前は聞いたことはあるが内容はわからない」

が 45.0％、「名前も内容も知らない」が 42.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（13）連携している組織・団体（複数回答）＜問 24＞ 

「自治会」が 80.2％と最も高く、次いで「近隣ケアグループ」が 70.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.9 45.0 42.1 4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｒ５年度（n=202)

名前も内容も知っている

名前は聞いたことはあるが内容はわからない

名前も内容も知らない

不明・無回答

80.2 

70.3 

11.9 

30.7 

20.8 

9.9 

11.9 

29.2 

62.4 

13.9 

24.3 

43.1 

43.1 

2.0 

1.0 

1.5 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会

近隣ケアグループ

ボランティア、ＮＰＯ、福祉活動団体

シニアクラブ

子ども会・親子サロン

自主防災組織

福祉施設・福祉サービス事業所

ボランタリーハウス

地域包括支援センター

子ども館

保育園・幼稚園・学校

社会福祉協議会

市役所

岐阜県

その他

連携はない

不明・無回答
Ｒ５年度（n=202)
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（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（14）他組織・団体と連携する上での困りごと（複数回答）＜問 26＞ 

「特にない」が 26.7％と最も高く、次いで「組織・団体の人と出会う機会がない」が

25.7％となっています。 

経年で比較すると、特に「組織・団体の人と出会う機会がない」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度調査では「特にない」の選択肢はない。 

  

82.1 

72.3 

19.1 

35.3 

24.3 

6.9 

15.6 

1.2 

67.1 

18.5 

42.2 

61.3 

24.3 

0.6 

1.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会

近隣ケアグループ

ボランティア、ＮＰＯ、福祉活動団体

シニアクラブ

子ども会ジュニアクラブ

自主防災組織

福祉施設・福祉サービス事業所

医療機関

地域包括支援センター

子ども館

保育園・幼稚園・学校

社会福祉協議会

市

岐阜県

その他

不明・無回答
Ｈ30年度（n=173)

※平成 30 年度調査では「他組織・団体との連携はあるか」という設問を設け、「連携がある」

と回答した人に対して、「どのような組織・団体と連携があるか」を聞いていた。 

 

25.7 

8.9 

14.4 

3.5 

8.4 

5.0 

19.3 

6.9 

26.7 

8.4 

14.1 

12.2 

18.0 

5.4 

12.7 

4.9 

17.6 

8.3 

34.6 

0% 10% 20% 30% 40%

組織・団体の人と出会う機会がない

組織・団体に、連携の必要性を

理解してもらえない

組織・団体に、民生委員・児童委員の活動を

十分に理解してもらえない

組織・団体が多忙で協力してもらえない

組織・団体と連携の仲介・

調整をしてもらえる人がいない

地区内にその組織・団体がない

自分自身が多忙で連携まで手が回らない

その他

特にない

不明・無回答
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（15）社会福祉協議会との連携で必要なこと（複数回答）＜問 27＞ 

「情報交換や連絡を十分に行う」が 45.5％と最も高く、次いで「お互いの活動内容を

理解する機会を持つ」が 37.1％となっています。 

経年で比較すると、特に「お互いの活動内容を理解する機会を持つ」が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30 年度調査では「特にない」の選択肢はない。 

 

  

37.1 

45.5 

16.8 

31.7 

11.9 

5.0 

10.4 

3.5 

34.1 

46.3 

15.1 

36.6 

10.7 

5.4 

15.1 

0% 20% 40% 60%

お互いの活動内容を理解する機会を持つ

情報交換や連絡を十分に行う

民生委員を対象とした研修会の開催

地区社協を通した連携

守秘義務の徹底

その他

特にない

不明・無回答
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（16）地域福祉に関する取り組みについて満足度と重要度（単数回答）＜問 28＞ 

【重点課題（重要度が高く満足度が低い取り組み）：６項目】 

「活動の担い手づくり」「多様な主体の参画促進」「認知症対策の推進」「配慮を必要と 

する子どもや家庭への支援」「地域組織・団体の活動支援」「防犯活動の推進」 

 

【継続推進（重要度が高く満足度が高い取り組み）：３項目】 

「防犯対策の推進」「身近な地域での見守り、声かけの推進」「支え合う意識づくり」 

 

【課題（重要度が低く満足度が低い取り組み）：４項目】 

「日常的なことや移動に関する支援」「制度のはざまにいる人への支援」 

「福祉情報の発信」「権利擁護の充実」 

 

【要検討（重要度が低く満足度が高い取り組み）：４項目】 

「生活に困っている人への支援」「各福祉分野におけるサービスの充実」 

「相談支援の充実」「地域活動の促進」 

 

  

①支え合う意識づくり

②活動の担い手づくり

③多様な主体の参画促進

④地域活動の促進

⑤認知症対策の推進

⑥身近な地域での見守り、

声かけの推進

⑦防災対策の推進

⑧防犯活動

の推進

⑨福祉情報の発信

⑩相談支援の充実
⑪各福祉分野における

サービスの充実

⑫日常的なことや

移動に関する支援

⑬権利擁護の充実

⑭生活に困っている人への支援

⑮制度のはざまに

いる人への支援

⑯配慮を必要とする

子どもや家庭への支援

⑰地域組織・団

体の活動支援

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

1.85 1.90 1.95 2.00 2.05 2.10 2.15 2.20 2.25 2.30

満足度

重要度

＜満足度＞平均 2.02

＜重要度＞平均 3.07

課題 要検討

継続推進重点課題

高い 

高い 低い 

重
要
度 
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Ⅳ 団体調査結果 

（１）活動分野（複数回答）＜問１③＞ 

「高齢者福祉分野」が 48.5％と最も高く、次いで「障がい児・障がい者福祉分野」が

24.2％となっています。 

 

 

 

, 

 

 

（２）団体活動を行う上での困りごと・問題点（複数回答）＜問２＞ 

「活動に関わる人が少ない」が 48.5％と最も高く、次いで「活動の後継者がいない」

が 39.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.5 

24.2 

21.2 

9.1 

6.1 

6.1 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60%

高齢者福祉分野

障がい児・障がい者福祉分野

保育・児童・子育て分野

教育分野

生活困窮者支援分野

地域福祉分野

その他

不明・無回答
Ｒ５年度（n=33)

48.5 

27.3 

9.1 

15.2 

15.2 

15.2 

0.0 

6.1 

12.1 

39.4 

18.2 

18.2 

3.0 

0% 20% 40% 60%

活動に関わる人が少ない

地域福祉に無関心な人が多い

活動について相談できるところがない

活動がマンネリ化している

活動に必要な情報が得られない

活動資金が不足している

市や社会福祉協議会からの依頼事項が多い

市や社会福祉協議会との関係が希薄である

団体・組織間の連携が乏しい

活動の後継者がいない

その他

特に課題はない

不明・無回答 Ｒ５年度（n=33)
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（３）連携をとっている組織・団体（複数回答）＜問３＞ 

「市役所」が 75.8％と最も高く、次いで「社会福祉協議会」が 60.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）今後、連携を取りたい組織・団体（複数回答）＜問４＞ 

「自治会」が 36.4％と最も高く、次いで「自主防災組織」「社会福祉協議会」「市役所」

がそれぞれ 33.3％、「ボランティア、ＮＰＯ、福祉活動団体」が 27.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.5 

36.4 

39.4 

42.4 

18.2 

6.1 

48.5 

30.3 

42.4 

6.1 

30.3 

60.6 

75.8 

24.2 

27.3 

3.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自治会

近隣ケアグループ

ボランティア、ＮＰＯ、福祉活動団体

シニアクラブ

子ども会・親子サロン

自主防災組織

福祉施設・福祉サービス事業所

ボランタリーハウス

地域包括支援センター

子ども館

保育園・幼稚園・学校

社会福祉協議会

市役所

岐阜県

その他

連携はない

不明・無回答 Ｒ５年度（n=33)

36.4 

9.1 

27.3 

18.2 

21.2 

33.3 

24.2 

12.1 

15.2 

9.1 

21.2 

33.3 

33.3 

9.1 

9.1 

15.2 

3.0 

0% 10% 20% 30% 40%

自治会

近隣ケアグループ

ボランティア、ＮＰＯ、福祉活動団体

シニアクラブ

子ども会・親子サロン

自主防災組織

福祉施設・福祉サービス事業所

ボランタリーハウス

地域包括支援センター

子ども館

保育園・幼稚園・学校

社会福祉協議会

市役所

岐阜県

その他

特にない

不明・無回答 Ｒ５年度（n=33)
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（５）市や社会福祉協議会に実施してほしい支援（複数回答）＜問５＞ 

「人材確保に関する支援」が 45.5％と最も高く、次いで「先進的な活動事例の紹介」

が 42.4％となっています。 

経年で比較すると、「先進的な活動事例の紹介」「活動について相談できる機会の充実」

が増加しています。 

 

 

 

  

42.4 

30.3 

45.5 

9.1 

21.2 

21.2 

39.4 

33.3 

6.1 

9.1 

3.0 

27.3 

45.5 

63.6 

63.6 

45.5 

18.2 

72.7 

36.4 

45.5 

9.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

先進的な活動事例の紹介

活動の担い手となる人材育成

人材確保に関する支援

活動場所の確保に関する支援

情報発信・活動のPRに関する支援

活動について相談できる機会の充実

団体や組織間の連携支援

広く市民に対する地域福祉の啓発

特にない

その他

不明・無回答

Ｒ５年度（n=33)

Ｈ30年度（n=11)
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①支え合う意識づくり

②活動の

担い手づくり

③多様な主体の参画促進

④地域活動の促進

⑤認知症対策の推進 ⑥身近な地域での見守り、

声かけの推進

⑦防災対策の推進

⑧防犯活動の推進
⑨福祉情報の発信

⑩相談支援の充実
⑪各福祉分野における

サービスの充実

⑫日常的なことや

移動に関する支援

⑬権利擁護の充実

⑭生活に困っている

人への支援

⑮制度のはざまに

いる人への支援

⑯配慮を必要とする

子どもや家庭への支援

⑰地域組織・団体の

活動支援

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

1.80 1.90 2.00 2.10 2.20 2.30 2.40 2.50 2.60

満足度

＜満足度＞平均 2.18

＜重要度＞平均 3.43

課題 要検討

継続推進重点課題高い 

高い 

重
要
度 

低い 

（６）地域福祉に関する取り組みについて満足度と重要度（単数回答）＜問７＞ 

【重点課題（重要度が高く満足度が低い取り組み）：６項目】 

「認知症対策の推進」「防災対策の推進」「多様な主体の参画促進」「配慮を必要とする 

子どもや家庭への支援」「活動の担い手づくり」「支え合う意識づくり」 

 

【継続推進（重要度が高く満足度が高い取り組み）：３項目】 

「相談支援の充実」「各福祉分野におけるサービスの充実」 

「身近な地域での見守り、声かけの推進」 

 

【課題（重要度が低く満足度が低い取り組み）：５項目】 

「日常的なことや移動に関する支援」「生活に困っている人への支援」「防犯活動の推進」 

「地域活動の促進」「制度のはざまにいる人への支援」 

 

【要検討（重要度が低く満足度が高い取り組み）：３項目】 

「地域組織・団体の活動支援」「福祉情報の発信」「権利擁護の充実」 
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Ⅴ 第４期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画の成果指標 

  指標項目 H30年度 R5年度 比較 調査票№ 
市民満足 

度調査 

基本目標１（１）   

1 
福祉は、地域住民による助けあいと行政との協力

によって行われるべきであると思う市民の割合 
55.0% 43.4% -11.6% 問１５   

2 
高齢者や障がいを持っている方などへの手助けを

心がけている市民の割合 
77.5% 76.1% -1.4%   ○ 

基本目標１（２）   

3 まちづくりに参加したいと思っている市民の割合  33.2% 31.5% -1.7%   ○ 

4 ボランティアについて「活動している」市民の割合 11.1% 21.5% 10.4% 問２５   

基本目標１（３）   

5 
地域の活動やボランティア活動に参加する青少年

が多くなったと感じる市民の割合 
10.9% 6.0% -4.9%   ○ 

6 
高齢者にとって知識や経験を生かせる場があると

思う人の割合  
26.8% 20.1% -6.7%   ○ 

基本目標２（１）   

7 １年以内に地域の行事に参加した住民の割合  47.3% 42.4% -4.9%   ○ 

8 近所づきあいの満足度 85.1% 86.1% 1.0% 問８   

基本目標２（２）   

9 
地域包括支援センターの認知度（どんな活動をし

ているか知っている）と回答した市民の割合 
23.1% 52.2% 29.1% 問１８   

10 
近隣ケアグループ活動への関心度（活動に関わり

たい）と回答した市民の割合 
13.5% 15.9% 2.4% 問２２   

基本目標２（３）   

11 治安が良いまちだと感じる市民の割合 65.6% 63.0% -2.6%   ○ 

基本目標３（１）   

12 福祉サービスの情報が入手できている市民の割合 8.0% 9.0% 1.0% 問２０   

13 子育てしやすい環境が整っていると感じる市民の割合 42.8% 51.2% 8.4%   ○ 

14 老後も安心して暮らせると思う市民の割合 30.8% 30.0% -0.8%   ○ 

15 
日頃から、健康維持のために何かに取り組んでい

る市民の割合 
63.9% 64.3% 0.4%   ○ 

基本目標３（２）   

16 悩みや不安を相談する人や場所がある市民の割合 89.3% 89.9% 0.6% 問１７   

17 
子育てについて相談する人や場所があると思う市

民の割合  
59.3% 67.8% 8.5%   ○ 

基本目標３（３）   

18 
社会福祉協議会活動への関心度（活動に関わりた

い）と回答した市民の割合 
14.3% 11.3% -3.0% 問２２   

19 
地区社会福祉協議会活動への関心度（活動に関わ

りたい）と回答した市民の割合度 
15.3% 10.9% -4.4% 問２２   
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